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研究成果の概要（和文）：これまで学術的な研究の対象とは見なされてこなかったが、神智学が宗教、政治、芸
術などの近代化で重要な役割を果たしたことは近年認められている。本研究では、それらをグローバルな視点か
ら再検討し、新たな研究の可能性を探ることに成功した。プロジェクトメンバーたちによる国内外の調査によっ
て貴重な一次資料を収集しただけでなく、海外の研究者たちとの連携を深めた。日本ではじめて神智学を主題と
して開催された国際研究集会など、いくつかの研究会を開催し、神智学研究を代表する世界の研究者たち、日本
の研究者たちが一堂に会した。これらによって、さまざまな分野の研究者のネットワークを構築し、今後の研究
の礎を築くことができた。

研究成果の概要（英文）：Theosophy had not been a subject of academic research until recently when 
the importance of the role it played in the modernization of religion, art and politics came to be 
more widely recognized. In this research project, we succeeded in re-examining the global aspects of
 this role played by Theosophy, and succeeded in identifying novel areas of inquiry. The members of 
this project were able to collect precious primary material at home and abroad, and to foster new 
collaborations with foreign researchers. We held several conferences about Theosophy including the 
first international conference on such a topic to be organized on Japanese soil. Those meetings were
 attended by several scholars from around the world and Japan, and have resulted in the 
establishment of a transnational network of researchers from various disciples, which will surely 
function as the starting point of the new generation of Theosophical research.

研究分野：民俗学、宗教学、比較文学

キーワード： 比較文学　比較宗教学　トランスカルチュラル
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
神智学運動は、ブラヴァツキー夫人がオル
コット大佐らとともに 1875 年にニューヨー
クで神智学協会を創設したことに始まる。そ
の後、本部をインドに移し、東洋の宗教思想
と西洋の神秘思想を折衷した、宗教ではない
が宗教的な霊性思想運動として、欧米からア
ジアにかけて広まった。インドのアディヤー
ルに本拠を置くアディヤール派、アメリカの
サンディエゴ（現在パサディナ）に本拠を置
くポイントロマ派をはじめ、いくつかに分裂
しながら現在に至る。 
従来、神智学は、学術研究の対象とはみな
されず、西欧的に誤解された偽仏教として、
あるいはトリックを用いた心霊主義として、
批判的に言及されるのが常だった。しかし
1980 年代以降、Robert Ellwood や Robert C. 
Fuller、W.J.Hanegraaf の研究によって、近
代霊性思想史における神智学の重要性は認
知された。とはいえ、基本的にニューエイジ
運動の原点としての評価であった。 
それに対して変化が見られたのは 1990 年
頃からである。Thomas A. Tweed がアメリカ
における仏教の普及に果たした神智学の重
要性を、さらに Stephen Prothero が、アジ
アでの仏教復興運動に及ぼした神智学の影
響を指摘した。また G.Obeyesekere と
Gombrich が、オルコットの協力者として出発
し、後に袂を分かった仏教者ダルマパーラを
詳細に分析し、南インドのコロニアリズム研
究の事例として、日本でも川島耕司、研究分
担者の杉本良男らの研究が続いた。 
呼応して 2000 年代になると、Joy Dixon な
どを筆頭に創始者ブラヴァツキー夫人、第二
代会長アニー・ベサントなどを研究対象とし
て神智学の女権拡大運動に果たした役割を
評価する研究が現れた。いわば太古の叡智と
しての仏教を託宣する女性＝東洋という幻
想の受容と流用とをコロニアリズムの遺産
として歴史的に研究する機運が生まれたと
いえる。こうした動向を受け、1889 年のオル
コットを日本へ招聘した平井金三らと明治
の仏教復興運動の関係について、ほぼ同時期
に、佐藤哲朗、Judith Snodgrass らの著作、
そして研究分担者の吉永進一の共同研究報
告書が刊行されることとなった。 
研究代表者の安藤礼二は、これらの研究に
触発され、神智学が折口信夫の『死者の書』
や鈴木大拙らの著作に流用された系譜を指
摘し、谷崎潤一郎の小説にまでその世界観が
噴出することを明らかにした。そして以下の
（A）～（C）の理由から、(1)神智学ネット
ワークと文学芸術の関連、(2)神智学周辺の
多層的ネットワークの解明、(3)コロニアリ
ズムとの関係の 3点について着目し、本研究
の応募に至った。 

（A）神智学に関する上記の研究状況が、文
学、芸術、政治など、広義の近代史研究で共
有されておらず、神智学運動の重要性と広が
りが認識されていない。あるいは陰謀論的な
憶測に基づき、過大に評価されている事例も
ままみられる。 
（B）神智学と鈴木大拙夫妻の関係は、A. 
Algeo や Tweed が指摘したが、その後の研究
は吉永の業績にとどまり、日本における神智
学運動についての研究は乏しい。というのも、
資料が海外に眠っている場合が多く、物理的
に個人が調査できる限界を超えていること
が挙げられる。 
（C）研究の基礎となる一次史料の調査が欠
けている。日本国内では鎌倉の松ヶ岡文庫、
インドではアディヤールの神智学協会本部、
オーロビンド・アシュラム、アメリカの神智
学協会、イギリスやインドの公文書館などに
保存されている関係資料がほとんど調査さ
れていない。 
 
 
２．研究の目的 
従来、神智学は疑似仏教や知識人の迷信と
して、極めて低い評価しか与えられてこなか
った。しかし、近年の研究では、この秘教思
想のオリエンタリズムが、世紀転換期におけ
る東西の多層的な文化接触をもたらしたこ
と、アジアにおいては仏教復興運動のみなら
ず、ナショナリズムや汎アジア主義を育んだ
ことが明らかにされている。一方、日本でも、
そのトランスナショナルなネットワークに
白樺派や黒龍会、我楽多宗まで含まれている
ことがわかっている。しかし、従来、欧米と
日本の研究を結ぶ場はなかった。 
そこで本研究では、国内外の研究者が協力
する場を構築し、一次資料を徹底的に調査・
共有し、日本、アジア、欧米を結ぶ複雑な人
的交流を解明し、神智学の国際的友愛の理念
と民族主義の相克を、文学、芸術、思想の分
野で明らかにすることを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
神智学について、海外調査と国内調査によ
り、一次文献を調査し、デジタル化を行った。
神智学協会本部のあるインドのアディヤー
ルのほか、地域および主題に応じて、関連施
設としてオーロビンド・アシュラム、アメリ
カ神智学協会、ロンドンの大英図書館・公文
書館、ベルファストの公文書館、日本の松ヶ
岡文庫を調査した。神智学協会メンバーその
ものの事績と足跡のみならず、彼等をインド
独立運動の扇動者として過大に脅威とみな
していた英国の諜報機関による記録と照合
し史実を明らかにすることを試みた。 
 また関連する外部の講師を招聘した研究
会を行い、研究成果を精錬し、日本比較文学
会ほか内外の関連学会で成果を発表した。そ



のフィードバックをふまえ、内外の研究者を
招聘し、日本で初めての大規模な国際会議を
開催した。最終報告書は単行本として出版し、
その概要はインターネット上でも公開する
予定である。 
 
 
４．研究成果 
●2014 年（平成 26 年）度は、研究分担者の
多くを集めて、2014 年 10 月に東京で、2015
年 2月に京都で、合計 2回の大規模な研究会
を行った。研究代表者の安藤、研究分担者の
赤井、岡本、チャプコヴァー、橋本、吉永が
参加した 2015 年 10月 25日の公開講演会「芸
術と秘教的ネットワーク」（於多摩美術大学）
には、ロンドンの Paul Mellon Center for 
Studies in British Art からサラ・ヴィクト
リア・ターナーSarah Victoria Tuner を、筑
波大学から五十殿利治をそれぞれ招聘し、
Sarah は“A world-wide exchange of art 
powers : Theosophy and artistic networks 
in the early twentieth century”、五十殿
は「久米民十郎の「レーテリズム」とモダニ
ズム」というタイトルの講演を行い、東西の
芸術運動に神智学が与えた甚大な影響を浮
き彫りにした。翌 26 日にもサラを中心に上
記のメンバー全員が参加し、「神智学研究の
現状と今後」について研究会を開催し、意見
交換を行った（於早稲田大学）。 
海外調査については、赤井、安藤、岡本、
杉本、チャプコヴァーはインドに、吉永、橋
本及び研究協力者の莊はイギリスに赴き、神
智学に関連した各研究施設および図書館で
資料調査を行い、関係者と面談を重ねた。国
内調査としては吉永を中心に、安藤と岡本も
参加し、鎌倉の松ヶ丘文庫に残されている鈴
木大拙の蔵書（特に雑誌類）を調査し、整理
した。いずれも今回はじめて外部の研究者が
入って調査が可能になったものである。それ
らの研究成果は、2015 年 2 月 27 日に開催さ
れた特別講演会「秘教的コネクションと近代
世界」（於京都大学）の後半、「会員の研究報
告と今後の研究計画」において赤井、吉永の
司会のもと、杉本、莊、岡本、橋本によって
報告された。  
 
●2015 年（平成 27 年）度は、ドイツのハイ
デルベルグ大学（9 月 24 日から 26 日）およ
びアメリカのコロンビア大学（10 月 9日から
10 日）で開催された国際カンファレンスの発
表者として研究分担者を派遣することがで
きた。「諸境界を横断する神智学」を主題と
したハイデルベルグでは、稲賀が九鬼周造に
ついて、莊が上海の神智学ロッジについて、
チャプコヴァーがポンデイチュリーのオー
ロビンド・アシュラムについて、橋本がジェ
イムス・カズンズについて、吉永が鈴木大拙
夫妻の創設した大乗ロッジについて、それぞ
れ研究成果を報告した。「神智学と諸芸術」
を主題としたコロンビアでは、赤井がやはり

大拙夫妻を中心とした神智学ロッジについ
て、莊が中国における神智学の受容について、
チャプコヴァーが神智学の文化横断性につ
いて、研究成果を報告した。 
海外調査としては、赤井がスリランカとイ
ンド（ダルマパーラ研究）を、安藤がインド
（オーロビンド・アシュラム研究）を、岡本
が中国（岡倉天心研究）を、杉本がインド（イ
ンド独立運動研究）を、莊がオーストラリア
（シドニー神智学協会研究）を行った。国内
調査としては吉永を中心に北鎌倉の松ヶ岡
文庫で鈴木大拙夫妻の洋雑誌の目録作りの
ための整理作業が行われた。 
上記のいずれの研究成果も、2014 年度から
の継続的な研究を土台として、そこにさらな
る新たな知見を盛り込むかたちで可能にな
った。当初の目的の一つであった世界に向け
ての研究成果の発信は充分に果たされたと
思われる。 
 
●2016 年（平成 28 年）度は、当初最終年度
に予定していた海外から専門の研究者を招
聘しての国際カンファレンスを、研究の順調
な進展を鑑み、一年前倒しをして、実施する
ことが可能になった。コルゲート大学からジ
ョスリン・ゴドゥイン（Joscelyn Godwin）、
エアフルト大学からマルコ・パシ（Marco 
Pasi）、ハダースフィールド大学からレイチ
ェル・カウギル（Rachel Cowgill）、カリフ
ォルニア大学からマーク・ベビア（Mark 
Bevir）を招聘し、2017 年 3 月 7 日と 8 日の
両日、研究分担者および協力者の全員が参加
し、大阪の国立民族学博物館で公開の国際カ
ンファレンス「近代と秘教的ネットワーク：
神智学、芸術、文学、政治」を開催した。ま
た、3月 11 日には海外からの招聘者からの報
告を中心に、京都人文科学研究所でラウンド
テーブルももたれた。 
 国際カンファレンスは、神智学と 20 世紀
の芸術をめぐるゴドウィンの基調講演をは
じめとして、全体として５つのセッションに
分かれ、1 日目の第１セッションでは「文学
と秘教」の問題、第 2セッションでは「芸術
（美術および音楽）と秘教」の問題、2 日目
の第3セッションでは「政治と秘教」の問題、
第4セッションでは「大正時代の日本と秘教」
の問題が論じられ、第 5セッションでは「総
合討論」が行われた。神智学の問題を、これ
ほど多様な視点から、しかも国際的な規模で
論じるカンファレンスが日本で開催される
のははじめてのことである。研究の最前線に
立つ研究者の報告を聞き、討議を行うことで、
これまでの調査研究に一つの総合が与えら
れるとともに、今後の方針を定めることがで
きた。 
 国際カンファレンス以外の調査としては、
大正期の日本の神智学運動を代表する鈴木
大拙、ビアトリス夫妻の蔵書および書簡が保
管されている松ヶ岡文庫の整理調査を継続
して行った（赤井、安藤、吉永が参加）。 



●2017 年（平成 29 年）度は、昨年実施した
国際カンファレンスに基づき、さらにアメリ
カから、神智学研究、特にその基礎資料収集
では他に類をみないほどの成果を上げてい
るジョン・パトリック・デヴニー（John 
Patrick Deveney）を招聘し、研究分担者お
よび研究協力者の全員が参加するワークシ
ョップ、「アジア・仏教・神智学」を、12 月
9日と10日の2日間にわたり開催することが
できた。 
 龍谷大学大宮学舎で行われたワークショ
ップ 1日目（使用言語＝日本語）では、セッ
ション 1「禅のグローバル化と、その文脈」、
セッション 2「神智学の遺産」で、岩田真美
および堀の司会のもと、それぞれ 3名（日沖
直子、莊、末村正代と橋本、栗田英彦、岡本）
の研究発表が行われ、コメント（守屋友江、
杉本）が寄せられた。セッション 3では稲賀
と安藤の対論のかたちで「鈴木大拙と南方熊
楠－シカゴ万博・神智学・大乗仏教」が行わ
れ、この 4年間の「神智学と近代日本」をめ
ぐる諸問題の総括が行われた。 
 京都大学人文科学研究所で行われたワー
クショップ 2 日目（使用言語＝英語）では、
赤井の司会のもと、チャプコヴァー、ヤニ
ス・ガイタニデスの研究発表が行われ、最後
にデヴニーによって黎明期の神智学の状況
が語られた。ヨーロッパおよびアメリカの神
智学の起源と現在を浮き彫りにすることが
可能になった。このワークショップに向けて、
これまでの各人の研究のまとめと課題を整
理し、公に発表するという科研費による共同
研究の最終年にふさわしい一年になった。 
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